
パスカルの三角形とフィボナッチ数の関係 

 

フィボナッチ数

1
1 → 1 1 1
1 → 1 1 2 1
2 → 2 1 3 3 1
3 → 3 1 4 6 4 1
5 → 5 1 5 10 10 5 1
8 → 8 1 6 15 20 15 6 1
13 → 13 1 7 21 35 35 21 7 1
21 → 21 1 8 28 56 70 56 28 8 1
34 → 34 1 9 36 84 126 126 84 36 9 1
55 → 55 1 10 45 120 210 252 210 120 45 10 1
89 → 89 1 11 55 165 330 462 462 330 165 55 11 1
144 → 144 1 12 66 220 495 792 924 792 495 220 66 12 1

色のついたように加えていくとフィボナッチ数が現れる。  

（証明） 
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    と定める。 

数列 na を次の式
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このとき 1 1n n na a a   ・・・①が成り立つことが以下のようにしてわかる。 

また、直接計算により 0 11, 1a a  ・・・②なのでこれはフィボナッチ数列を表すことがわ

かる。 

（①の証明）n が偶数のとき、 2n m とおくと、 ( ) (2 )h n h m m  だから 
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この式で nを n+1 として 
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となる。 



n が奇数のとき、 2 1n m  とおくと、 
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以上より①が示された。よって性質が証明された。 
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